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   Enoxacin (ENX) was administered to 69 patients with complicated urinary tract infections 
(UTI). Clinical efficacy and safety were evaluated by the criteria proposed by the UTI Committee, 
,Japan. The overall clinical efficacy was excellent in 60.9%, moderate in 10.1% and poor in 29% 
of the patients. Of the 76 strains isolated from the patients 61 strains (80.3%) were eradicated. 
Subjective side effect was observed in one patient who complained of slight nausea. No drug-related 
aggravation in the laboratory test was observed. 
   These results showed that ENX was effective and safety for the treatment of complicated 
urinary tract infection. 
                                                (Acta Urol. jpn. 34: 2233-2236, 1988)


































































































































Sロb【otol 7(10.1X) 2 5 28.6%
Total 69 42 7 20 7i.oz
ioo.o/,第471.4%,第5×33.3%,第6群25.0%
で,単 独 菌 感 染症 では75.S%,複数菌 感 染 症 で は28・6
0の有効 率 で あ り,複 数菌 感染 症 で の有 効 率 が低 か っ
た.
細 菌学 的 効果 はTable3に 示 した.尿 中 分離 細 菌
は76株で あ り,E.coliが14株と最 も 多 く,次 いで
Serratiamarcescensl2株,Pseudomonasaeruginosaが
9株 であ った.こ れ ら76株中61株が 消失 し,そ の 消失




副作 用 と しては 投 与 した69例中1例 に 嘔 吐を 訴 え る
者 が あ った が,投 与 中 止 に は至 らなか った,臨 床 検 査




はその基礎疾患 の存在 のため 困難 なことが多い.

























































































































とENXの 複 雑 性 尿路 感 染症 に対 す る有 効 率 は57.l
j30)から83%")であ り,わ れ われ の成績 も同 様 で あ っ
た.ま た この 成績 は村 瀬 らF)のNFLXに よ る61.4
0,西 尾 ら6)のOFLYに よる75.0%の総 合 有 効 率 と
比 較 して も遜 色 の ない もので あ った.疾 患 病 態 群 別 で
は単 独 感染 群 で は75,8%の有 効率 であ ったが,複 数菌
感染 群 で は28.6%と低 い値 で あ った が,対 象 症 例 が7
例 と少 な い こ と も影 響 してい る と考 え られた.一 方,
ヵ テ ーテ ル留 置 の あ る第1群28例 で71.4%と比 較 的 高
い有 効 率 が得 られ てい る.
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